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あとは野となれ山となれ
～人口減少社会での街づくり

非利用地の植林により古きよき里山を取り戻そう
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企画背景

人口減少社会

•税収減

•福祉負担増大

固定費（インフ
ラ）の削減が必
要

•廃墟・シャッター通の増大

•耕作放棄地の増大

住環境の悪化

↓

人口減少に拍車

高齢化と労働人口の減少

非利用地を里山にする事で解決
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大牟田市の人口推移の予測（国立人口問題研究所より）

2005年から2030年で

人口 約30%減少

65歳以上の人口 27.3%→36.0%と約10%増加
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状況分析

従来型町おこしの問題点

従来型町おこし

↓

いかに人を集めるか

に重点を置いている

• 日本全体の人口減
少社会へ突入

• 周辺自治体との人
口獲得競争激化

• 小さなパイの奪い
合い

• いかにお金を掛け
ても効果に限界

人口減少を前提に

町おこしが必要



4
実行計画
具体案

混成植林（別途飼料添付）で植林後の手入れを不要にする

大規模植林は従来型の町おこしイベントとして活用する

小規模の植林は地元ボランティアを活用

植林

公共事業として地元の建設業者が行う取り壊し

•倒産した企業・閉店した商店の土地を利用する
•人のすまなくなった土地

–居住者が死亡等により所有者のいなくなった土地
–転居・相続等で初秋者はいるが人のすまない土地

これらの土地を山林化することで節税のメリットがあることで
利用を促進する

土地の確保

税金⇒社会構造の変化の為に必要

エコロジー活動として宣伝し協賛企業からの寄付を集める
財源
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目標

昔ながらの里山を取り戻す

地方・日本では人口減少しているが世界的には人口爆発

人の住んでいない所を自然に戻す努力が必要

•地球温暖化対策

•治水効果

•川や海も綺麗になる

里山

里山こそが地球を救う


